
（作成日時） 年 月 日 時 分 現在

（ ）

・車両の所有者(運転者と別の場合)－所有者の名称・所在地・連絡先等

・任意保険会社(相手方が利用の場合)－会社名・連絡先等

（報告を受けた日時）　　 （担当者名）

☆裏面の記入上の注意も参照して記載してください。

◎被害状況

◎被害状況

非違行為の有
無（※裏面参
照）

　有　・　無　（有の場合、以下に具体的内容を記述してください。） 　報道対応の有無 　有　・　無　（有の場合は対応内容を別途連絡してください。）

　年　 月 　日　（　　）　　時　　分

特記事項(負傷時の移送先病院など) 水道局　任意保険会社

   　  　(社) 全国市有物件災害共済会  近畿支部
   　　　   　　 電話 (０６) ６２０９－７７７３

同乗者氏名
(　　歳)〔職種　　　　　　〕

(　　歳)〔職種　　　　　　〕当
　
局
　
関
　
係

運転者氏名 (　　歳)／(職員番号)

所属・職種 〔職種　　　　　　　　　〕

関係車両 軽四貨物・原付・ ／車番

関係車両 車種　　　　　　　　　　／車番

警察への届出 警察署・派出所／担当者(受付者) (昼間の連絡先等)

事故の概要 (天候　　　) 都合のいい時間帯など

運転者住所

連 絡 先

(自宅電話)

事 故 調 査 票 速報版 職員課（外線）６６１６－５４４３

発生日時 　　年　　月　　日（　　） 午前・午後　　　時　　分頃

相
　
手
　
方
　
確
　
認
　
事
　
項

運転者氏名 (　　歳)　

発生場所



※調査票の記載にあたっては、次の点にも留意して記載すること。

・

・ その他、道路交通に多大な支障を及ぼしたり、大規模な事故の原因となった場合には、その旨を記載してください。
複数車線を塞ぐような事故、高速道路での事故、複数台に及ぶ玉突き事故、走行不能となる車両損壊、等

・事故の直接原因か否かに関わらず、次に掲げる非違行為その他法令違反がなかったかどうかを運転手等に必ず確認してください。

□ 飲酒、酒気帯び

□ シートベルト不着用

□ 信号無視

□ 一旦停止不停止

□ 速度超過

□ 携帯電話使用

□ 一方通行逆走

□ 駐停車違反

□ 居眠り運転

□ わき見運転

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記入上の注意

当局、相手方に関わらず被害が生じた場合には、人身事故においてはその負傷等の程度について、物損事故においてはその破損の程度について把握している範囲
で、できるだけ詳細に記載してください。
例： （人身事故）意識不明、出血多量、内臓破裂などによる重体、○○の骨折、○手・足指の切断による重傷、等

（物損事故）住居・店舗・電柱・信号機の破損、等

例：



（作成日時） 年 月 日 時 分 現在

（ ）

・車両の所有者(運転者と別の場合)－所有者の名称・所在地・連絡先等

・任意保険会社(相手方が利用の場合)－会社名・連絡先等

（報告を受けた日時）　　 （担当者名）

☆裏面の記入上の注意も参照して記載してください。

運転者氏名

事故の概要

　　年　　月　　日（　　）

(天候　　　)

所属・職種

運転者氏名 (　　歳)／(職員番号)

(　　歳)〔職種　　　　　　〕当
　
局
　
関
　
係

／車番 ◎被害状況

発生場所

軽四貨物・原付・

相
　
手
　
方
　
確
　
認
　
事
　
項

午前・午後　　　時　　分頃

警察署・派出所／担当者(受付者)

(　　歳)　

関係車両

連 絡 先

運転者住所

発生日時

車種　　　　　　　　　　／車番

(昼間の連絡先等)

(自宅電話)

警察への届出

〔職種　　　　　　　　　〕

関係車両

同乗者氏名

非違行為の有
無（※裏面参
照）

　有　・　無　（有の場合、以下に具体的内容を記述してください。）

特記事項(負傷時の移送先病院など)

◎被害状況

水道局　任意保険会社

   　  　(社) 全国市有物件災害共済会  近畿支部
   　　　   　　 電話 (０６) ６２０９－７７７３

　報道対応の有無

事 故 調 査 票 速報版

　有　・　無　（有の場合は対応内容を別途連絡してください。）

　年　 月 　日　（　　）　　時　　分

(　　歳)〔職種　　　　　　〕

都合のいい時間帯など

職員課（外線）６６１６－５４４３
・事故発生後に直ち
に、把握できる範囲で
「速報版」を作成し職
員課に報告する。（プ
ルダウンメニューから
「速報版」を選択）
・その後、速やかに
「完成版」を作成し提
出する。（プルダウンメ
ニューから「完成版」
を選択）
（※「完成版」作成に
時間がかかる場合は
「速報版」を時点修正
して適宜報告する。）

作成した日時を記
入する。

裏面の「記入上の注意」を参照し
て、非違行為がなかったかどうか
を必ず確認する。

報道対応を
行った場合は
「有」とし、その
内容を別途連
絡する。

裏面の「記入上の注意」を参照
しつつ、把握している内容をでき
るだけ詳細に記入する。



※調査票の記載にあたっては、次の点にも留意して記載すること。

・

・ その他、道路交通に多大な支障を及ぼしたり、大規模な事故の原因となった場合には、その旨を記載してください。
複数車線を塞ぐような事故、高速道路での事故、複数台に及ぶ玉突き事故、走行不能となる車両損壊、等

・事故の直接原因か否かに関わらず、次に掲げる非違行為その他法令違反がなかったかどうかを運転手等に必ず確認してください。

□ 飲酒、酒気帯び

□ シートベルト不着用

□ 信号無視

□ 一旦停止不停止

□ 速度超過

□ 携帯電話使用

□ 一方通行逆走

□ 駐停車違反

□ 居眠り運転

□ わき見運転

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

例：

記入上の注意

当局、相手方に関わらず被害が生じた場合には、人身事故においてはその負傷等の程度について、物損事故においてはその破損の程度について把握している範囲
で、できるだけ詳細に記載してください。

（人身事故）意識不明、出血多量、内臓破裂などによる重体、○○の骨折、○手・足指の切断による重傷、等
（物損事故）住居・店舗・電柱・信号機の破損、等

例：


